
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２２年１０月１２日 

令和 4（2022）年度第 6 回定例記者会見開催 

日時： 2022 年 10 月 12 日（水）10:00～11:30 

場所： 豊橋技術科学大学 事務局３階 大会議室  

YouTube でのライブ配信も行います。 

URL：https://www.youtube.com/watch?v=aFhF-lWW3Vs （オンデマンド閲覧） 

              ＜本件連絡先＞ 

              総務課企画・広報係 高柳・岡崎・高橋 

TEL:0532-44-6506 FAX:0532-44-6509 

 

＜記者会見項目予定＞ 

①  コロナ禍でもグローバルな舞台で活躍できる指導的技術者・研究者を育成「国際戦略 2022」 

 【副学長（国際担当）中内 茂樹】（別紙 1参照） 

② IMLEX 初の修了生 15名（日本側 7名、EU側 8名）誕生 

 【副学長（国際担当）中内 茂樹 

 IMLEXプログラム修了生 情報・知能工学専攻 博士後期課程 1年 マーティンセン マイケル誠 

 IMLEXプログラム修了生 磯村 凌】（別紙 2参照） 

③  リアルな 3D CGとの音声・マルチモーダル対話 

 ～機械と共生する社会に向けた新しいインタフェースの形～ 

 【情報・知能工学系 教授 北岡 教英】（別紙 3参照） 

④  技科大 TECHフェスティバル 開催のお知らせ 

 【広報戦略本部副本部長 上原 秀幸】（別紙 4参照） 

 

⑤  研究大学強化促進事業 第 9回豊橋技術科学大学シンポジウム 

 産学官共創で未来を拓く ～組織間連携・分野融合による地域社会創生～ 開催のお知らせ 

 【研究推進アドミニストレーションセンター】（別紙 5参照） 

⑥  令和 4年度（2022年度）定例記者会見開催日程（別紙 6参照） 
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＜別紙１＞ 

 国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２２年１０月１２　日 

 

＜概要＞ 

このたび、豊橋技術科学大学「国際戦略 2022」が公表された。本戦略は、第 4期中期目標期間である

令和 4 年度（2022 年度）から令和 9 年度（2027 年度）までの 6 年間における戦略として、本学の将来

ビジョンを踏まえてとりまとめられたもの。「コロナ禍においても、自国に留まらず広い視野を持ちグロ

ーバルな舞台で活躍できる指導的技術者・研究者を育成」することを目指し、教員一人一人が国際交流

活動の主体となり、大学はその活動を支援していくことが中核となっている。本戦略は、本学のホーム

ページに掲載されている。（https://www.tut.ac.jp/about/charter/global-strategy.html） 

 

＜国際戦略の新規性＞ 

(1) これまでは 2年後ごとの戦略だったが、今回は第 4期中期目標期間の 6年間における国際戦略とし

て、重点をより明確化した。 

(2) 新型コロナウイルス感染症の大きな影響を受けた後、初めてのウィズコロナ時代の国際戦略。 

(3) 大学の執行部が旗を振って進める時代から、教員一人一人が積極的に進める国際交流活動を大学が

支援していく時代への転換。 

(4) これまで培ったグローバルネットワークを活かし効果的効率的に実施していくことが基本。 

 

＜国際戦略の４本柱＞ 

1) 戦略的な国際ネットワークの構築による教育研究、人的交流の持続的活性化 

2) グローバル教育プログラムの再構築による教育到達水準の高度化 

3) 本学と東南アジアおよび欧州をつなぐ海外拠点の構築 

4) 単位付与型短期留学を含む学生の海外留学プログラムの充実化 

 

    

 

【参考情報】文部科学省「高等教育を軸としたグローバル政策の方向性」 

https://www.mext.go.jp/content/20220913-mxt_koutou03-000024166_1.pdf 

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 
TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 

『ものづくり博 2022 in 東三河』に出展します 
コロナ禍でもグローバルな舞台で活躍できる指導的技術者・研究者を育成 

「国際戦略2022」 
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豊橋技術科学大学 国際戦略 2022 

第 4 期中期目標期間中における国際戦略 

 

１． まえがき 

 豊橋技術科学大学憲章として掲げた理念と目標において、本学の基本理念としては、技

術を支える科学の探究によって新たな技術を開発する学問、技術科学の教育・研究を使命

とし、教育・研究・社会貢献を通じて、世界に開かれたトップクラスの工科系大学を目指すこ

ととしています。基本理念における国際化の目標としては、世界に開かれた大学として、海

外教育研究拠点の活用や交流協定校等との連携により、学生・教職員による国際交流を

推進するとともに、グローバルキャンパスの実現を図り、技術科学の国際拠点を形成する

ことを掲げています。 

本学の基本理念やこれまでの取組を踏まえ、実効性のある国際ネットワークの構築と海

外拠点を活用したグローバル活動の強化を図るため、第 4 期中期目標・計画期間である

2022 年度から 6 年間の国際戦略を策定し、随時必要に応じて見直しを行ってまいります。 

 

２．国際戦略の基本的考え方 

 第 4 期中期目標期間における本学の国際戦略としては、これまで本学が取り組んできた

グローバル COE、スーパーグローバル大学創成支援事業、大学の世界展開力強化事業

等における大学の国際化の取組を踏まえ、その成果を最大限に活かしてまいります。 

また、近年急速に変化する世界の情勢、特に、科学技術の進展に伴う AI（人工知能）を

活用した新たな産業の爆発的な創出、経済・社会活動のオンラインを含むグローバル化の

加速、新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の地球規模の感染拡大、人間活動の影

響による地球温暖化等の環境問題、ロシアによるウクライナ侵攻をきっかけに表面化した

エネルギーや食糧の問題など、人類の生命や財産を脅かす地球規模の課題が拡大してき

ている現在、国連が掲げる持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals: SDGｓ）

への取組が求められています。 

 こうした新たな急速に変化する時代において、社会システムや人間の行動様式へのイノ

ベーションを起こすエンジニア、プログラム開発を行うシステムエンジニアなど、本学が育成

するグローバルな舞台で活躍する指導的実践的エンジニアが世界中で求められています。 

 以上のような基本認識に立ち、本学においては、グローバルな舞台で指導的な役割を果

たすエンジニアや研究者の育成を行い、国際社会に貢献するため、以下のような重点的な

国際戦略により取り組んでまいります。 
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３．国際戦略 

1) 戦略的な国際ネットワークの構築による教育研究、人的交流の持続的活性化 

国際連携教育や国際産学連携などの教育研究活動を重点的に行う大学を特定し、活

動支援リソースを重点配分することで、常にアクティブで実り多き TUT 国際ネットワーク

ハブを構築します。 

 

2) グローバル教育プログラムの再構築による教育到達水準の高度化 

教育 DX を踏まえて本学で実施している複数のグローバル教育プログラムを整理・ 

再編し、グローバル人材教育の質を担保する統一的な教育カリキュラムの下で到達水準

の高度化を図ります。 

 

3) 本学と東南アジアおよび欧州をつなぐ海外拠点の構築 

東南アジアにおける国際共同研究や国際産学連携活動など、マレーシア海外拠点に

おける教育研究活動を再活性化すると共に、欧州に新たな拠点を整備することによっ

て、本学の重要なパートナー国との実質的な教育研究交流をグローバルなスケールで実

施する基盤を構築します。 

 

4) 単位付与型短期留学を含む学生の海外留学プログラムの充実化 

   全学的なグローバル教育の見直しと連動し、現在の海外派遣に対する学生ニーズ調

査を踏まえて、学生の希望する単位付与型短期留学プログラムを、重点交流校を中心

に確立します。 

    

４．グローバルネットワーク推進のための戦略  

1) 国際協力と SDGｓを通じた推進 

本学がこれまで培ってきた工学教育分野における国際協力の実績等を踏まえ、国際協

力に係る外部機関と連携した国際協力を通じ、また、本学の SDGs への取組強化に合わせ

たＳDGｓへの理解促進と目標達成に向けた行動等を通じて、グローバルネットワークを推

進します。 

 

2) 帰国留学生を通じた推進 

 帰国留学生の情報、特に母国で活躍する本学同窓生の情報をかつて所属した研究室や

帰国留学生等からの情報収集に基づく、活躍する同窓生の効果的な情報発信を通じて、

帰国留学生のネットワークの充実強化及びフォローアップの継続的な推進を行います。 

 

3) 高専との連携 

国立高等専門学校機構において推進されているグローバル人材育成の取組において、
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これを積極的に進める高専との連携協力による戦略的な人材育成、並びに、日本型技術

者教育を国内外で行う人材（留学生を含む）の戦略的な育成を通じて、グローバルネットワ

ークを推進してまいります。  

  

以上 
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豊橋技術科学大学
国際戦略2022
（第4期中期目標期間が対象）

教員一人一人が国際交流活動の主体
大学はグローバルネットワーク等を活用して支援

新型コロナウイルス感染症の地球規模の拡大 ロシアによるウクライナ侵攻

人類の生命や財産を脅かす
地球規模の課題の拡大

SDGｓ

食糧問題・エネルギー問題
安心・安全

グローバルな舞台で活躍する指導的実践的エンジニア

豊橋技術科学大学憲章

【国際化の目標】
世界に開かれた大学として、海外教育研究拠点の活用や交流協定校等との連携により、学生・教職員に よる国

際交流を推進するとともに、グローバルキャンパスの実現を図り、技術科学の国際拠点を形成します。

将来ビジョン 技術科学戦略-15の重点戦略 ３．社会との共創

重点戦略11 国際ネットワーク構築と国際サテライトオフィスを活用したグローバル活動の強化

1. 戦略的な国際ネットワークの構築による教育研究、人的交流の持続的活性化

2. グローバル教育プログラムの再構築による教育到達水準の高度化

3. 東南アジア及び欧州と本学をつなぐ海外拠点の構築

4. 単位付与型短期留学を含む学生の海外留学プログラムの充実化

実効性のある国際ネットワークの構築と海外拠点を活用したグローバル活動を強化

コロナ渦においても、自国に留まらず広い視野を持ち
グローバルな舞台で活躍できる技術者・研究者を育成

多様な留学機会の提供 国際産学連携活動への展開 SDGs達成、地球規模課題解決へ貢献
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国際戦略 １）戦略的な国際ネットワークの構築による
教育研究、人的交流の持続的活性化

2022年4月現在

大学間交流協定校 ７９校
学生交流・教職員交流・共同研究

経緯・活動実績等により協定校を分類
A：最重要校
B：主要校
C：一般協定校
D：協定見直し校

2020～2021年度はCOVID-19の影響で
活動が停滞

選択と集中

支援

応援
C：一般協定校で今後活発

な交流を目指すもの

A：最重要校 9校
B：主要校 10校

国際連携教育や国際産学連携など実質的な交流活動に
支援リソースを重点配分

常にアクティブで実り多きネットワークを構築

国際戦略 ２）グローバル教育プログラムの再構築による教育到達水準の高度化

スーパーグローバル大学創成支援
グローバル技術科学アーキテクト養成コース
（2023年度終了）

大学の世界的競争力強化事業
日EU共同学位プログラム（IMLEX）
（2023年度終了）

継続・発展実施

日英バイリンガル教育
TUTグローバルハウス生活学習プログラム
海外実務訓練
ダブルディグリープログラム

新たな取組
国際連携による授業：外国大学の教員が一部
の授業等を実施。向学心へのモチベーション

教育DXを踏まえグローバル教育プログラムを
効果的に再構築

2022年9月初の修了生7名
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国際戦略 ３）本学と東南アジアおよび欧州をつなぐ海外拠点の構築

マレーシア海外拠点

2013年12月 マレーシア・ペナンに
TUT-USM Penang を設置（戸建）

学生交流、教職員交流、海外実務訓練
の拠点として活用

2020～2021年度は、COVID-19の影響

で活動が停滞

マレーシア海外拠点

2023年に10周年。USMキャンパス内へ移転
東南アジアにおける国際共同研究・国際産学
連携活動の拠点として再整備
学生交流、教職員交流、海外実務訓練は継続

欧州拠点（設置準備）

重要パートナーと教育研究交流をグローバル
なスケールで実施する基盤を新たに構築

本学と東南アジアおよび欧州をつなぐ
海外拠点の構築

USM：マレーシア科学大学

2022年8月、機械工学系・高山教授の人工
光植物工場での日本式おいしいイチゴに
関する共同研究でUSMと合意文書に署名

国際戦略 ４）単位付与型短期留学を含む学生の海外留学プログラムの充実化

新型コロナの影響で、海外への留学が停滞

2021～2022年度「留学ニーズ調査」を実施

285人（全学生2027人中）がアンケートに回答
7割が「海外派遣に興味がある」
行きたい地域：ヨーロッパ、アメリカ、オセアニア
留学期間：3か月以上、1か月から3か月、2週間から1か月
興味ある留学形態：3割から4割が単位取得を伴う留学
海外留学への壁：自身が無い、言葉の壁、経済的に厳しい

ウィズコロナ対策の上で、海外留学・派遣を再活性化

「羽ばたけ！TUT」（本学独自海外留学支援プログラム）

新型コロナ前・2019年並みの67名の海外派遣を実現、
更に拡充

単位付与型短期留学の充実等、学生の成長段階に寄
り添ったプログラムを体系的に構築

興味のある海外派遣の地域 (複数選択可)

どこでもよい

東南アジア

オセアニア
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学位取得を伴う留学 (ダブルディグリーなど)

単位取得のない短期プログラム (語学研修など)
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グローバルネットワーク推進のための戦略

1) 国際協力とSDGsを通じた推進

国際協力に係る外部機関と連携した国際協力を通じ、本
学のSDGsへの理解促進と目標達成に向けた行動等を通
じて、グローバルネットワークを推進します。

2)帰国留学生を通じた推進

活躍する同窓生の効果的な情報発信を通じて、帰国留学生
のネットワークの充実強化及びフォローアップの継続的な推
進を行います。

3) 高専との連携

グローバル人材育成を積極的に進める高専との連携協力による戦略的
な人材育成、並びに、日本型技術者教育を国内外で行う人材（留学生を
含む）の戦略的な育成を通じて、グローバルネットワークを推進します。
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＜別紙２＞ 

 国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２２年１０月１２　日 

 

＜概要＞ 

このたび、「近未来クロスリアリティ技術を牽引する光イメージング情報学国際修士プログラム

（IMLEX）」の初めての修了生 15 名（日本側 7 名、EU 側 8 名）が誕生し、東フィンランド大学（フィ

ンランド）及びサンテティエンヌ・ジャン・モネ大学（フランス）またはルーヴェン・カトリック大学

（ベルギー）とのトリプルディグリー（国際共同修士号）を取得した。日本側の修了式は、9 月 22 日豊

橋技術科学大学において実施された。 

IMLEX は、令和元年度文部科学省「大学の世界展開力強化事業・日―EU 戦略的高等教育連携支援」

に採択された 3 つの事業のうちの一つとして、本学が進めてきたもので、東フィンランド大学の VR イ

ンターフェース技術、サンテティエンヌ・ジャン・モネ大学の画像レンダリング技術、ルーヴェン・カ

トリック大学の人間工学に基づいた照明技術および本学の認知科学の研究を組み合わせ、バーチャルリ

アリティの理論的理解に加え、応用に関する高い実践力を持つ専門家を育成することを目指したもの。 

令和 2 年度に IMLEX に参加した学生は、新型コロナウイルス感染症の大きな影響を受けた 2 年半の

プログラム期間を経て、初めての修了生 15 名がこのたび誕生した。特に、日本人学生 7 名は予定され 

た海外留学ができない状況で、入学ガイダンスや全ての授業がオンラインで実施され、遠隔地での実験

等のハイブリッド授業が行われるなど、様々な工夫により苦労を乗り越えてこのほど修了し、トリプル

ディグリーを取得した。9 月 22 日に本学にて開催された修了式では、本学の学位授与と併せて、EU の

ホスト大学である東フィランド大学からも学位が授与された。なお、日本側修了生のうち１名は、NSK

奨学財団より奨学金を、また１名は神野教育財団による大学院生海外研修助成を受けて、プログラムに

参加した。 

 

 本プログラムは、令和元年度から 5 年間の予定で実施されており、令和 5 年度（2023 年度）が文部

科学省支援としての最終年度に当たる。 

    

     

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 
TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 

『ものづくり博 2022 in 東三河』に出展します 
IMLEX 初の修了生15名（日本側7名、EU側8名）誕生 
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IMLEX 初の国際共同修士15名誕
生

近未来クロスリアリティ
技術を牽引する

光イメージング情報学国
際修士プログラム

Master of Science in
Imaging and Light in 

Extended Reality(IMLEX) 

豊橋技術科学大学
Toyohashi University of Technology

※IMLEXは、令和元年度文部科学省「大学の世界展開力強化事業・日-EU戦略的高等教育連携支援
」
に採択された3事業のうちの一つです。

日本側7名、EU側8名

IMLEX at a glance 概要

プログラムは、バーチャルリアリティの理論的理解に加え、バーチャルリアリティの応用に関する高い実践力を持つ
専門家を育成することを目的としています。 プログラムでは、ロボット工学、認知科学、照明、画像処理などの研究
において、欧州の専門知識と日本の専門知識を組み合わせることで、学生にとって有益な情報を提供します。

視点追跡によるトレーニング効果のモニ
タリングと新しいVRインターフェース
Eye-tracking for monitoring training effects 
and for novel VR interface
@University of Eastern Finland

素材外観再現のための画像レンダリ
ング
Image rendering for material appearance
reproduction
@University of Jean Monnet

健康増進のための人間工学に基づいた
照明
Human-centric Lighting for well-being 
enhancement
@KU Leuven

人間の現実を理解する認知
科学
Cognitive Science for 
understanding the reality for 
human
@Toyohashi Tech

東フィンランド大学
（フィンランド）

サンテティエンヌ・ジャン・モ
ネ大学

（フランス）

ルーヴェン・カトリック
大学

（ベルギー）

豊橋技術科学大学
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プログラム構造と独自性
Program Structure ＆ Uniqueness

学期０
Semester 0
（4月―8月）

学期１
Semester １
（9月―12月）

学期2
Semester 2
（1月―6月）

学期3
Semester 3

（10月―3月）

学期4
Semester 4
（4月―8月）

日本人学生向
け準備コース

※ECTS：EUにおける学修単
位

日本：EU ＝ １：１.7

Lighting track

Imaging track
EU
学生

POINT
★英語のみで履修可
★履修期間は4月から2年半、9月修
了
★入学料・授業料はTUT2年間のみ
★オンライン授業による単位認定可

修士論文指導

研究内容により
、TUTおよび提

携大学の教員の
指導を受け、修
士論文を執筆

COVID-19の影響により、日本人学生
はオンラインでの講義等により履修

学生募集 2020～

2019
November   December

2021
January 20 March 3 

学生選抜会議
(オンライン会議)

108 名 応募

2 名 応募

February 9 

第1期生 17 名が参加
（EU:9, 日本:8 ）

学生募集 (EU 側)

116名 応募

2020
January 22 March 12 

学生募集 (日本側)

8名 応募

学生選抜会議
@KU Leuven, Belgium

第2期生 18名が参加
（EU:16, 日本:2 )

Consortium Meeting 
@Joensuu, Finland

Consortium structure 
(AMB, QAB, etc)
Marketing and student

Partners Meeting
@Toyohashi, Utsunomiya,

Chiba, Japan

学生募集 (EU側)

学生募集 (日本側)

Dec. December 
2022
January

学生募集 (EU側)

学生募集 (日本側)

COVID-19

224名 応募

8名 応募
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外国の大学との共同学位プログラムの留意点

■ ダブルディグリープログラム（またはマルチディ
グリープログラム）
● 日本の大学院設置基準と本学独自の基準によ

り設置

✔ 30単位の取得、修士レベルの研究論文指導、原則2年間の

プログラムでうち1年間が海外留学（JASSO留学支援制度

あり）

✔ 外国提携大学における学修の単位互換（認定）、30単位

の内上限15単位まで。

✔ 日本の大学と外国の大学は共に学位を授与する。

→個々の大学が文部科学省の設置認可なしにプログラムを設置

できる。しかし、プログラムはそれぞれの国の法律や基準に基

づいて実施されなければならない。

→原則二国間での実施. 

（1）第1期生、15名が修了（日本側7名、EU側8名）

（2）パートナー大学によるコンソーシアム運営
2019年度に設置した欧州側3大学とのコンソーシアム運営組織に
おいて、定期的にAcademic and Management Board と

Quality 
Assurance Boardを開催し、質の保証を伴った大学間交流の枠

組
みを形成

（3）コロナ禍におけるオンライン講義等の充実
入学ガイダンスや全ての授業がオンライン。VR、拡張現実、複

合現実などの技術を用いて、遠隔地での実験等のハイブリット
授

業を実施。

質の保証を伴った大学間交流プログラム

プログラムの成果・グッドプラクテ
ィス等
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＜別紙３＞ 

 国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２２年１０月１２　日 

 

 

＜概要＞ 

豊橋技術科学大学情報・知能工学系北岡教英教授らの研究チームは、３D CG アーティ

ストの TELYUKA や株式会社アイシン（以下アイシン）らと共同で、フォトリアルな CG

キャラクターSaya と雑談ができる音声・マルチモーダル対話システムを開発しました。

音声認識・雑談対話 AI・音声合成を用いて、自然な声でいろいろな内容の雑談を行えると

ともに、リアルな映像でうなずきや視線を動かすなど自然な動作をしてくれます。 

 

＜詳細＞ 

アンドロイドロボットやリアルな CG が世の中に現れるようになり、今後は機械と人間

が共存・強制する世界になっていくと思われます。こうしたロボットや CG といった人間

に似た機械とのインタフェースとして、音声による対話が望まれます。特に、CGは画面が

あればよく、様々な環境、様々な機器のインタフェースとなったり、また対話そのものを

楽しめる相手となることも期待できます。 

そこで研究チームは、音声認識技術、雑談 AI、音声合成技術を Saya に搭載し、雑談対

話ができる音声対話システムを実現しました。 

音声認識技術はアイシンの高精度なリアルタイム音声認識アプリ YYprobeを応用し、徳

島大学 大学院社会産業理工学研究部 知能情報系 西村良太講師がエージェント対話にお

けるリアルタイム応答を実現するための組込み設計を行いました。対話機能は、アイシン

ソフトウェア株式会社と共同でオープンソースソフトウェア MMDAgent のシナリオ対話制

御を大幅に機能拡張するとともに、名古屋大学 大学院情報学研究科 知能システム学専攻 

フィールド知能情報学 東中竜一郎教授と共同で雑談対話エンジンを開発し、様々な人の

発話に柔軟に応答する対話を楽しんだり、あらかじめ用意した質問に誘導しながら柔軟な

シナリオ対話と雑談を行うことができるようにしました。さらに、阿南工業高等専門学校 

創造技術工学科 情報コース 太田健吾准教授と共同で、Sayaを想定した演者の声を合成で

きる音声合成器を開発、様々な応答を人間の声と区別できないクリアな声で発話できるよ

うになりました。Saya は 65 インチディスプレイに表示され、ほぼ等身大で人間と対話す

ることができます。話すときのちょっとしたしぐさ、目のそらし方・合わせ方も工夫され、

Sayaらしさを表現しています。 

 

＜開発秘話＞ 

従来、対話技術は人工知能の分野の研究として古くから研究されてきました。しかし限

られた仕事（タスク）をこなすためのシナリオに従った対話が実現されるにとどまってい

リアルな 3D CG との音声・マルチモーダル対話 
～機械と共生する社会に向けた新しいインタフェースの形～ 
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ました。近年の「深層学習」では、膨大なテキスト情報から言語知識を学習することで、

新たに入力されたテキストの続きを予測するということができるようになってきました。

それを対話に応用しているのがこの雑談 AI です。Saya らしさを出すため、「Saya らしい

発話」をクラウドソーシングで収集して AI を学習しています。音声認識や音声合成にも

深層学習が活用されています。特に音声合成は、Sayaらしさを出すために、TELYUKAが認

めた演者の声を何時間も集めて学習することで実現しました。 

 

＜今後の展望＞ 

今回のデモンストレーションでは Saya の「目」については触れていませんが、実際に

はカメラを利用した画像処理により、人やジェスチャの認識も実現しています。身振り手

振りやアイコンタクトなどを交えたマルチモーダル対話もできるようになってきました。

音声言語とジェスチャやしぐさをより自然に組み合わせた人間とのインタラクションを

実現していきます。そして町の様々なところで見守りや案内などで活躍することを目指し

ます。 

 

＜論文情報＞ 

北岡 教英, 西村 良太, 太田 健吾, "フォトリアル CGエージェントとのマルチモーダル

対話," 日本音響学会誌 Vol. 78, No. 5, pp. 257-264, May, 2022. 

本研究開発の一部は、科学研究費補助金新学術領域研究「人間機械共生社会を目指し

た対話知能システム学」における課題「リアルなＣＧとのマルチモーダル対話システ

ムを用いた楽しい雑談対話の要因解明」による助成を受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイトル： CG キャラクター“Saya”  タイトル：Saya との音声対話の様子 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 

Email: kouho@office.tut.ac.jp  
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リアルな３D CGとの
音声・マルチモーダル対話

～機械と共生する社会に向けた
新しいインタフェースの形～

情報・知能工学系 北岡教英

3D CG “Saya”

19



3D CG “Saya”
• 3D CGアーティストTELYUKAによって2015年に発表
• 講談社主催のオーディション「ミスiD」で受賞
• 2018年文化庁メディア芸術祭審査員推薦作品
• 2020年情熱大陸取材
• 様々な想いや技術の融合を進めながら成長を見せる

3

システム全体図
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音声認識・合成

音声認識

Google Speech APIを利用

音声合成

オープンソースソフトESPnet2を利用

Saya担当声優1,668発話を録音しFine-tune

シナリオと雑談の結合

6

シナリオ対話

質問1

質問２

Saya風雑談モデル

傾聴モード
（相槌、掘り下げ）
[井上ら’21]

[杉山’21]を
ファインチューン

質問誘導モデル

[堀内＆東中’21]
メモリ機能で
コール/リターン
[北岡ら’21, ‘22]
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シナリオと雑談の結合

7

傾聴モードの実装
さまざまな傾聴のためのアクションを実装

相槌

ユーザ発話の終わりに頷くとともに相槌

焦点語の繰り返し

「○○ですか」「○○ですね」などに埋め込み

焦点語の掘り下げ質問

「だれの○○」「なんの○○」などに埋め込み

評価応答

日本語アプレイザル辞書のネガ/ポジで応答

語彙的応答

相手の発話が8文字以下だと「はい」それ以上だと「へー」「なるほど」「そうですか」など

話題提供

Saya発話後の5秒沈黙後に質問誘導を利用して話題提供

8
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対話の個性付け（1/2）
Sayaのキャラクタ性を持たせるために

1. Sayaに対してしてみたい質問を収集

– クラウドソーシングで収集

– 150名に各150問＝22,500質問

– 別途61問
2. 上記質問に対して、Sayaを想定した回答文を収集

– クラウドソーシングで収集

– 60名が各1,000問に回答

– （企画の趣旨を考えて）「Sayaとして」の回答と「17歳の女性の代表として」
の回答の2種類で回答

3. 雑談対話モデルをファインチューン

ベースのモデルは杉山らによる日本語Transformer Encoder-Decoder
対話モデル

9

対話の個性付け（2/2）
実際の対話例

（Sayaとして回答したものでFine-tune）

[Fine-tune 前のモデルの対話例]
ユーザ： 趣味とかある?
システム： 趣味か，なんだろう...強いていえば漫画読むこととかかな?

[Saya Fine-tune モデルの対話例]

ユーザ： 趣味とかある?
システム： とくにないです。でもお友達とおしゃべりすることは大好きです。

10
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質問誘導対話（1/2）
質問誘導を行う対話例コーパス（質問誘導コーパス）を構築して対話モ
デルを学習

1. 質問例を用意し別の話題から質問まで行うテキストチャットを収集

– あなたは何歳ですか？

– あなたは恋人がいますか？

– あなたの趣味は何ですか？

2. 日本語版PersonaChatから「？」のある文を列挙し、その対話文脈を
抽出して疑似質問誘導例を収集

3. 雑談対話モデルをファインチューン

ベースのモデルは杉山らによる日本語Transformer Encoder-Decoder
対話モデル

11

質問誘導対話（2/2）
実際の対話例

ユーザ： こんにちは
システム： 私，最近メイクが濃くなった気がするん
• ですけど，あなたはどうですか?
ユーザ： マスクで隠せばいいんですよ
システム： そうですね。

もしかして，あなたは花粉症ですか?
ユーザ： 鼻水でまくりですよ
システム： 私は花粉症気味でひどくて。
• 明日はどこかへ出かけますか?

12
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まとめ

13

3D CGエージェント“Saya”との
対話システムを構築

Saya声音声合成

傾聴の実装

雑談のSayaキャラクタ付け

質問誘導対話

今後の予定

見守りへの応用の実証実験

ビルでの案内および高齢者施設への設置を計画

14
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最後に

15

本研究開発は以下の組織による共同研究開発です。
豊橋技術科学大学
名古屋大学
徳島大学
阿南高専
株式会社アイシン
Telyuka（３D CGアーティスト）

本研究は科学研究費補助金新学術領域研究
「人間機械共生社会を目指した対話知能システム学
（対話知能学）」の助成を受けています
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＜別紙４＞
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＜別紙５＞ 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２２年１０月１２　日 

 

 

＜概要＞ 

豊橋技術科学大学は平成２５年に研究大学強化促進事業採択校に認定され、価値創造工学

に資する研究を進めてきました。今回のシンポジウムでは、「産学官共創で未来を拓く ～組

織間連携・分野融合による地域社会創生～」をテーマに、ご参加の皆様との議論を通して、

持続的な地域社会の創生に向けた組織間連携や異分野融合の取組をさらに深化させたいと

考えております。皆様のご来場を心よりお待ちしております。 

 

＜開催要領＞ 

  主 催：国立大学法人豊橋技術科学大学 

  後 援：中部経済産業局、豊橋市、東三河産業創出協議会 

 

１．開催日時：１１月１５日（金）１３：００～１７：００（開場１２：００） 

２．会  場：穂の国とよはし芸術劇場ＰＬＡＴ（豊橋市西小田原町 123番地） 

          YouTubeライブ配信あり 

３．定  員：２００名 

４．参 加 料：無料 

５．参加申込：事前申込みが必要 

      QRコード       

      または 

      URL：https://www.tut-sympo22.info/form/ 

     申込期限：１１月１１日（金） 

６．お問合せ：豊橋技術科学大学 研究推進アドミニストレーションセンター 

     E-Mail: office@rac.tut.ac.jp  TEL.:(0532)44-1561 

 

＜プログラム＞ 

12：00 開場／受付開始 

------------------------------------------------------------------ 

12：00～13：00 ポスター・デモ展示 

------------------------------------------------------------------ 

開会挨拶 

13：00～13：10 主催挨拶 豊橋技術科学大学 学長 寺嶋 一彦 

文部科学省 研究大学強化促進事業 第９回豊橋技術科学大学シンポジウム 

産学官共創で未来を拓く ～組織間連携・分野融合による地域社会創生～ 

開催のお知らせ 
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13：10～13：30 来賓挨拶 文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域振興課 

産業連携推進室長 篠原 量紗 氏 

13：30～13：40 来賓挨拶 豊橋市長 浅井 由崇 氏 

活動紹介 

13：50～14：10 豊橋技術科学大学の研究・産学連携の取組み 

   豊橋技術科学大学 副学長 / RACセンター長 田中 三郎 

14：10～14：30 知の拠点あいち重点研究プロジェクトの取組みと成果 

   豊橋技術科学大学 情報知能工学系 教授 三浦 純 

14：30～15：00 スマートホスピタルの実現に向けた IT技術の応用 

   豊橋ハートセンター 医師 / 豊橋技術科学大学 客員教授 菰田 拓之 氏 

   豊橋技術科学大学 情報・知能工学系 教授 北岡 教英 

15：00～15：10 休憩 

------------------------------------------------------------------ 

15：00～17：00 ポスター・デモ展示 

------------------------------------------------------------------ 

パネルディスカッション 

15：10～16：20 パネルディスカッション「組織間連携・分野融合による地域社会創生」 

 ◎モデレーター 

   豊橋技術科学大学 副学長/RACセンター長 田中 三郎 

 ◎パネリスト 

   シンフォニアテクノロジー株式会社 代表取締役 会長 武藤 昌三 氏 

   豊橋ハートセンター 医師 / 豊橋技術科学大学 客員教授 菰田 拓之 氏 

   豊橋技術科学大学 学長 寺嶋 一彦 

   豊橋技術科学大学 情報・知能工学系 教授 三浦 純 

   豊橋技術科学大学 情報・知能工学系 教授 北岡 教英 

閉会挨拶 

16：20 豊橋技術科学大学 副学長 / RACセンター長 田中 三郎 

 

 

本件に関する連絡先 

広報担当：総務課企画・広報係 髙柳・岡崎・高橋 

TEL：0532-44-6506 FAX：0532-44-6509 
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＜別紙６＞ 

令和４年（2022 年）度 定例記者会見日程予定 

 

 

   第１回  ４月１３日（水） １０：３０～  

   第２回  ５月１８日（水） １０：３０～  

   第３回   ６月 9 日（木）  １０：３０～  

   第４回  ７月１３日（水） １０：００～  

   第５回  ９月１４日（水） １０：００～  

 第６回 １０月１２日（水） １０：００～  

 第７回  １１月 ９日（水） １０：００～  

 第８回 １２月１５日（木） １０：００～  

 第９回  １月１８日（水） １０：００～  

 第１０回    ３月 ９日（木） １０：００～  

 

コロナウィルス感染症拡大の状況によっては、オンラインにて開催することもあります。 

定例以外に臨時で記者会見を行う場合があります。         

以上 
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